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ウィトゲ、ンシュタイン『心理学の哲学に関する最終草稿 1~ 
と手稿 (MS137後半、 MS138) の比較
一一載録されなかった内容を中心に
菅i崎香乃
『心理学の哲学に関する最終草稿 1~ (Last Writings on the Philosophy ofPsychology， 
vol. 1以下『最終草稿 1~と!日各記)は、そこから『哲学探究~ (以下『探究』と略記)
第百部の半分以上がとられたことに鑑みても、ウィトゲン、ンュタインの、いわゆる「心
理学の哲学Jを解明するうえで、重要なテキストのひとつであることは疑いない。
加えて、これはかれが日々の考察を書き付けた手稿 (MS137後半、 MS138) 1に基づ
いており、その思考を時系列に沿って辿ることができる点からも興味深・いものであ
る。しかし、そのとき留意すべきは、発刊にあたり載録されなかった情報があるこ
とだ。それは、主に以下の 3点である。(1 )書かれた日付、 ( 2 )哲学の仕事と
は区別される一般的性格の考察 2 (多くは『反哲学的断章』に載録されている)、お
よび日記的な記述(暗号で書かれたものも含まれる)、 ( 3 )異稿(どれを掲載す
べきか判断がつかなかった場合という但し書きのもと一部載録されているう。
これらの情報のほとんどは、哲学的な主題を直接扱うものではなく、個人的な内
容も含まれることから、掲載が見送られたのも納得できる。しかし他方で、行きつ
戻りつしながら、ときには日をまたいで進むかれの思考のリズム、音楽や宗教に対
する考え、あるいは、自分の探究をそのときどう評価していたのかといったことが、
これらから読みとられることもあり、かれの思考の全体像を把握するのに少なから
ず寄与すると思われる。
ひとつ例を挙げるとすれば、 『最終草稿 1~ 52節は、載録されなかった内容を併
せて読むことで、理解のための新たな視点が得られる好例と言える。
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かのゲームで、 i weicheJ という語 4をときはこう、ときにはこう体験すると、
鋭敏な耳が示すならば、一一それはまた、わたしが理解し、何らかの意味で体
験する文全体の脈絡において、あの語自体を多くの場合まったく体験しないと
いうことも示さないか。 (MS137p.82a (48年 10月 27日)ラ LW152)
ここから数日にわたり、このいわゆる「意味体験」の主題が探究されることになる
が、この直前には『最終草稿 1~には載録されなかった記述がある。
「考えることは難ししリ (ウォード)。これはいったいどういうことなのか。
なぜ難しいのか。一一一「見ること (Schauen)は難ししリと言うのと、それはほ
とんど同じである。集中して見ることは難しし¥からだ。そして、集中して見て
もなにも見え (sehen)ないことがある。あるいは、何かが見えていると再三思っ
ていても、鮮明に見えていないこともあるかもしれない。なにも見えていない
のに、見るのに疲れることがある。 (MS137pp.81b-82a (48年 10月 27日)，CV 
p.85) 
このテキストは、そのはじまりとおわりに引かれた縦線によって前後の記述から区
別され、考察の性格が異なることをウィトゲンシュタイン自身が示唆しており、『反
哲学的断章』に入れられている。おそらくはそのために、 『最終草稿 1~には載録
されなかったものと推察される。内容的にも、哲学的な考察というより自身の仕事
に対する警句といった雰囲気がこの考察にあることはたしかである。
しかし向時に、この記述は isehen als (に見える)Jと定式化されるアスペクトの
議論を思い起こさせる。というのも、ここには「見ることJと「見えることJを分
ける視座があるからだ。これは、コピー等によって再現される知覚の対象と、それ
によっては必ずしも再現され得ない特定の見え方を分ける (cf.PI I xilll， 112， 135 
etc.)アスペクトの議論に共通する構図である。のちの展開を先取りすれば、アスペ
クト体験と意味体験に連関があることがはっきりと指摘されることになるが (LWl
784， PI Il xi261)、これを念頭に置けば、 『最終草稿 1~に載録されなかった「見え
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ることJについての考察と「意味体験」を主題にする 52節以下を、つながりのある
考察として読むことができるようになる三
もうひとつ興味深いのは、これも『最終草稿 1J]では落とされている i[Zu T.Scr 
S.653] Jというメモ書きが、 52節につけられていることである 6。その意味すると
ころは、『心理学の哲学 2J]としてのちに出版されたタイプ原稿、 TS232の 653ペー
ジ (193-196節)を参照せよという指示である 7。そこでは、雑駁に言えば、 「考え
ること」と「想像のなかで語ることJ (RPP2 193) 、 f想像j と「スケッチを見る
こと (sehen)J (RPP2 195)、そして「見せられたものJと「意味体験J(RPP2 196) 
へと、各節が互いにモチーフを共有しながら、考察が展開していくとこれは「考え
ること j から「見えることJを通って「意味体験Jへつながるここでの議論と、近
しい展開だと言えよう。
以上のように、草稿に書かれた内容一一『反哲学的断章J]p. 85、 『最終草稿 1J] 
52節、『心理学の哲学 2J]193-196節ーーを逐一追うことによって浮かび上がるの
は、 「意味体験j がその一部を形成するひとつの問題密である。これはウィトゲン
シュタインに特徴的な思考のスタイルと言えようが、ひとつの主題は単独で完結す
るわけではなく、さまざまな要素とそれぞれに結びつきながらゆるやかに広がって
いる。 i意味体験Jという主題も決して単独で成立しているわけではなく、ここに
見られるように、 「考えるj から「見えるJや「開く」へ、あるいはまた「想像す
る」や「体験するJへとつぎつぎに連なる多様なモチーフを背後に従えている。こ
ういった問題の広がりを視野におさめることは、 52節の考察がどのような連関のな
かに位置づくのか、より適切な理解に資するであろう。
このように、哲学的主題に必ずしも関連しない性格の考察を追うことも、ウィト
ゲンシュタインの探究の全体像を捉えるためには ときに手がかりになることがあ
る。『最終草稿 1J]を対象とする将来的な研究の材料を準備することを目的として、
本稿では(1 )日付、および(2 )一般的な性格の考察、日記的記述の情報を一覧
で提示する。なお、 ( 3 )異稿については、単語や表現の選択を比較することで要
点が理解できるようなケースもあろうが、量が多く(細かいものもすべて含めれば、
およそ 3分の lの節に異稿がある)あまりにも煩演になること、また取捨をしよう
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にもその選択が会、意的にならざるを得ないことから、掲載は見送った。
凡伊i
l 手稿の底本
Wittgenstein 'sUαchlass: The Bergen EIι:trol1ic Editiol1"， Oxford University Press， 2000.を用い、基
本的に Diplomatictranscriptionを参照している。ただし、暗号文のドイツ語への変換について
は Nonnalizedtranscriptionを参考にした。言及に当たっては、フォン・ライトによる目録番号
を付し、ページ番号 (aは左、 bは右ページを指す)を示した。
2 本稿の対象範囲
『最終草稿 1~ は、 MS137 後半、 MS138 を編纂したものであるが、これは『心理学の哲学 2~
として知られるタイプ原稿 (TS232) の基になった手稿のつづきである。 TS232に組み入れら
れた 48年 8月 25日以降、48年 10月 19日から 49年 5月初日までの記載を対象にしている。
3. 1各号
ウィトゲンシュタインのテキストからの引用は、以下のi略号を用い、節番号あるいはページ番
号を割り注にて示した。
cv W反哲学的断章~ : Culture and均lue，Revised Edition， ed. by G.H von Wright， Basil Blackwell， 
1998. (丘沢静也訳『反哲学的断章一文化と価値~ ，青土社， 1999.)
LWI W最終草稿 1~ : Last Writings 011 the Philosophy 01 Psych0 logy， vol.l， ed. by G.E.M. Anscombe， 
G.H. von Wright and Hei対ciNyman， Basil Blackwell， 1982. 
LW2W最終草稿 2~ : Last Writings 011 the Philosophy 01 Psych 0 logy ， vo1.2， ed. by G.H. von Wright and 
Heikki Nyman， Basil Blackwell， 1992 
PI W探究~ : Philosophical Investigations， Revised 4th ed.， ed. by P.M.S. Hacker and Joachim Schulte， 
Wiley-Blackwell， 2009. (藤本隆志訳『哲学探究~ ，ウィトゲン、ンュタイン全集第 8巻，大
修館書!苫， 1976.，黒崎宏訳・解説町哲学探究』読解』産業図書， 1997.，丘沢静也訳『哲
学探究』岩波書活 20日.) (第 I部は、 Blackwell第 4版で「心理学の哲学ーフラグメン
トJとされているが、本稿では、慣例に従って『探究』第 I部、および PIIで通した。)
RPPl W心理学の哲学 1~ : Remarks 011 the Philosophy 01 Psychology， vol.， ed. by G.E.M. Anscombe 
and G.H. von Wright， Basil Blackwell， 1980. (佐藤徹郎訳『心理学の哲学~ 1，ウィトゲン
シュタイン全集補巻 1，大修館書庖， 1985.) 
RPP2 W心理学の哲学 2~ : Remarh 011 the Philosophy 01 Psych0 logy， vol. 2， ed. by G.H. von Wright 
and Heikki Nyman， Basil Blackwell， 1980. (里子家啓一訳『心理学の哲学~ 2，ウィトゲンシュ
タイン全集補巻 2 ，大{I多古'I~書j吉， 1988.) 
4.記号
手稿の Diplomatictranscriptionにおいて下線が号|かれた語は、『最終草稿 1~ W反哲学的断章』
の表記法に倣い、イタリック体にて表記した。対応する和訳は、傍点で示している。なお、(J 
は引用者の補足である。また、表(2 )の記号法については当該表に凡例をつけた。
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( 1) ~最後の草稿 1 ~節番号と書かれた呂付との対応
年 月 自 ノ¥。一一二、ノや LW1 
MS137 
48 10 19 76a 
22 76a-77b 1-9 
23 77b JO 
24 77b-78b 1蜘20
25 78b-80a 21-38 
26 80a-81 a 39-45 
27 81a-82b 46-56 
28 82b-83b 57-68 
30 83b-84b 69-73 
31 84b 74 
1 2184b-85a 75-78 
3185a-87b 79-100 
4187b-88b 101-112 I 
5188b-89b 113前120I 
6189b-90b 121-129 
7190b-91a 130-137 
8191a四92a 138四 145
9192a-93a 146-153 
10 93a-94a 154-163 i 
12 94a-95b 164-179 I 
13 96a-b 180-189 
14 96b-97b 190-198 
15 97b 199 
16 97b 200-202 I 
17 98a-99a 203時205i 
18 99a-99b 206-210 
19 100a-102a 211-235 : 
20 102a勾 103b236-241 
21 103a-l04a 242-251 
22 104a-I05b 252-267 
23 105b-l06b 268-278 
24 107a田108a
2729J20む4
1 25 108b-l09a 29 
26 109a-b 305-308 
27 109b-l1la 309-325 
28 llla-112b 326-346 
29 113a-b 347-350 
30 113b-114a 351-356 
12 11114b-115b 357-377 
21115b-116a 378-382 
31116a 383 
41116a-l17a 384-392 
61 117a-118b 393-404 ! 
61118b 405-408 
81119a 409-411 
81119a-119b 412-415 
*1 
年月臼ページ LW1 
MS137 
48 12 9! 119b-120a 416白423
10 120a-b 424-430 
111 120b-122b 431-450 
12 122b四 125a451-479 
13 125a-126a 480-491 
14 126a 492 
15 126a-b 493-500 
16 127a-128b 501-517，519 
17 128b 518，520づ21
18 128b-129b 522-531 
20 129b 532司533
21 129b-130a 534四536
22 130a-b 
224 5 3 
130b-131b 537-548 
131 b-134a 549句582
134a-135a 583-599 
27 135a 600 
28 135a“b 
29 135b 601-604 
30 135b-136b 605-612 
31 136b 613 
49 1 13 6b-1 37b 614-621 
21137b回138a622叩628
31138a-139a 629司639
4i139a-140b 640-655 
51140b 656-657 
51140b-142a 658-676 
7!142b-143a 677-686 
81143a 687 
91143a特b 688叩694
MS138 
49 1 15 la-2a 695-705 
16 2a 706 
17 2a-3a 707-713 
18 3a-4a 714-719 
19 4a-5a 720叩732
20 5a 733 
21 5a-7a 734-752 
22 7a-8a 753-762 
23 8a-b 763司768
24 8b-9a 769-775 
25 9b 776 
26 9b-l0a 777 
27 10a-b 778ω784 
28 l1a 785 
29 111a-12a 786-791 
2 
* 3 
* 
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?
? ??
年月白ページしW1
MS138 
49 1 30 12a 792-793 
31 12a“13a 794-800 
2 1113a ~QL::_~ 
2113bω14a 804-807 
3114a-b 808-812 
4114b 813-8161 
5114b-15a 817-822 
6115b-16a 823-835 
8116b 836四840I 
9116b-17b 841-847 
10 18a 848ω850 I 
12 18a-b 851 
13 18b-19b 852-863 
14 19b-20a 864-872 I 
15 20a-21 b 873-887 I 
16 21b 888四891
17 22a-b 892-898 
18 22b-23a 899-901 
19 23a-b 902-905 I 
20 23b 906-907 I 
21 24a 908-909 
フ 24a-25b 910-924 
23 25b-26b 925-931 
24 26b-27a 932-935 
25 27a 
26 27a-b 936-937 
27 27b-28b 938-949 1 
28 28b-29a 950-953 
3 1129a 954-956 
2129b-30a 957-960 
3130a 961-964 
16 30a“32b 965-978 
5120 32b-33a 979 
5 
* 
*1 LW1に載録されていな
し、記載がある。表(2 ) 
参照のこと。 (48年12
月28日、 49年2月25El 
も同様)
*2 日付は7を消し6と記入。
J 日付は?を消し8と記入o
*4 518を翌17日に書き、
519の前へ入れる指示。
*5 5日の記載は2つある。
( 2) ~最終草稿 1 ~に載録されていない記述
凡伊J .該当箇所は手稿の日付とページ番号にて示し、加えて『最終草稿 1~の対応箇所を節番
号、および十cの段落記号で、示した。なお、節と節のあいだに位置する場合、記号Vで表し
た。(伊IJ : 51V52は、 51節と52節のあいだにあるの意)
『反知学的|新章Jに載録があるものは、 CVと略記し、ページ番号をj京著/和訳の)1摂で言及
した。なお、 『反哲学的住Ir章』は、手稿において一連のメモがはじまるページ番号を記載
しているため、本稿のページ番号とは一致しない場合がある。
『反哲学的断章~ (こ載録されていないものは原誌を記載し、 [ Jにて拙訳あるいは註解を
補った。
・手稿において暗号;丈で記載されている場合には、冒頭に「暗号文Jと記し、 ドイツ詰に変
換された文を挙げた。
-異稿がある場合、記号//で併記している。
年月自 MSページ LW1~容
MS137 
19j76a 48 10 Vl CV p.84/ p.202 
26T8ob 41 [Z.T.S.S 652] [[RPP2 190-192を参照]J 
27 81 b-82a 1V5 
82a 
! 28 83a 
1 4!88a 
88b 111a，bVc 
5cJbv p長.85短/p型204 5189b 118V119 
14 97b 198V199 CV p.85/ p.204 
19 100a 210V211 CV p.86/ p.205 
20 102a 236V237 CV p.86/ p.205 
21 104a 1249V250 ÇYp.8~Lp:2Q~ 
104a 249V250 CV p.86/ p.205 
22 104b 253V254 CV p.86/ p.206 
106a 1270V271 暗号文 BistDu wirklich dmmn， somust Du Dir's gestehen: darin liegt 
der Emst dieser Untersuchung. 
〔きみがほんとうに愚かなら、それを認めねばならない。そこにこの探究
の真剣さはある。〕
106b 278V279 CV p.86/ p.206 
11lb 331 V332 CV p.86/ p.206 
113a 1346V347 CV p.86/ p.206 
113a 346V347 CV p.86/ p.206 
113a 346V347 CV p.86/p.207 
12 10 120a 424V425 CV p.87/ p.207 
1 122a 446V447 CV p.87/ p.207 
12 123a 453V454 [Hier endet vielleicht diese gute Periode 
[ [ここで、ひょっとすると、このよい時期が終わるかもしれない。〕
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31 136b 
49il時
51141a 1661 V662 
71143a 686V687 
81143a 686V687 
143a 686V687 
同
内容
503V504 ICV p.87 / p.208 
528V529 IPhilosophy serves to remove misconceptions. [Die Rolle der Philosophie 
lim Denken uber die Religion.] 
I [哲学は誤解を取り除くのに役立つ。[宗教について考える際の哲学の
役割]J 
????? 、
?? ? 、
?
?
?
???
???
?
? 、
?
? 、
?? 、
?
!zu studieren. 1n guten Zeiten hat sie naturlich Schwung und das blose 
Schreiben macht mir Vergn註gen.In schlechten， d.h. Unproduktiven， ist
sie schwunglos und kleinlich. (Wie z.B. Jetzt.) Und das kommt nicht nur 
daher， das ich lieber gute Gedanken aufschr・eibe，als anTIselige， sondern I 
list，giallbe ich，..hangt mit de111Arbeiten des NarvcmysIems註bel・haupt I 
zusammen. 
O[員調な、あるいは不調なときのわたしの文字を調べてみることは面白 ! 
九¥だろう。順調なときには、言うまでもなく勢いがあって、ただ書くだけでi
楽しい。不調なとき、すなわち生産的で、なし 1ときは、多与し¥がなく堅苦し
し¥0 (たとえば、いまのように。)そして、それは価値のない考えより{憂れ
た考えのほうを書き付けたいとし¥うことに起因するだけでなく、思うに、
神経システムの働きに総じて関係しているのだ。〕
War diese Woche krank. Magengrippe. Kann auchjetzt noch 
〔今週は具合が悪かった。腸の感染症。いまもまだ仕事ができない。ふ
たたび回復するか、だれが知るのか。〕
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j年同i日限ズさ2出:CJ内容
W49 5138 
1 ! 1712a 706V707 CV p._90/p._214-215 
!2a 706V707 CV p.90/ p.215 
1813a !713V714 CV pp.90-91 /p.215-216 
3a 713V714 CV 16 
!718V719 CV p.911 p.216 
1914b !724V725 CVp.91/p.216 
lch habe Schmerzen. So11 ich schon wieder Medizin nehmen， oder nicht; 
so1 ich mich einer schweren Operation unterziehen， oder nicht? Es ist 
ofミschwerzu entscheiden. Oft: kann mal1 nur warten ， ul1d im Zweifel 
warten， das ist das Schwerste 
〔痛みがある。また薬を飲むべきカミ否か、つらい手術を受けるべきか否
か。訪日析するのはたいてい苦しい。しばしばひとは待つことしか、しか
も、疑いのなかで待つことしかできず、
121 5b 735V736 ICV p.91/ p.217 
8a 761V762 CVp.91/p.217 
8a 762V763 H音号文 Sehrmude. Vor einer neuen Krankheit? 
. 
I (とても疲れる。新しい病気の前兆円
23 8b 766V767 CV p.91/p.217 
24 9a 770V771 CV p.911 p.217 
9a 771 V772 CV p.92/ p.218 
25 9b 776V777 CV p.92/ p.218 
i 28 l1a 
H冗刑8糾山4 B hい陥1u川め1情n音け川1e白衣たt白」立号号1沼然eしe文uとのle剖EN陥tしk最Z丘Gてtled後之と}Kt4にてimI上h凹a1旧te荷n悶}kUu《d具Ihe白気江泊Ee白d合iSe なel市gib治1et打ft容?かL山m叫い。Dd1〉c。Imun凡あ1叩y ImTnさ1ドwHっtウIdl吋て吐ノc口レ2nIm1専ーne白fn1口I門リs幻-且d1医Cihd品4のuclbは】Sとelどこc』比CIんdろh，1へどtIn1arんしClて}heわ1bu山。mた1叫こBdしlれaE1抽に臥aがd誠1 
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。
実で、なくなっているように思う。かれは、もっと気楽にやっていける友人
を見つけたのだ。〕
30 12a 792V793 CV p.92/ pp.218-219 
12b 796V797 暗号文 Warbeim Arzt， der sagt， mir fehle nichts Ernstes， l1ur Gastritis 
Ic1 glaube er hat recht， vertraue aber seiner Therapie nicht 
〔医者が言うには、胃炎以外に重いところはないとのことだ。かれは正し
し¥と思うが、治療は当てにしていない。〕
2 2113b !804V805 CV p.92/ p.219 
1804V805 Icv p.92/ p・219
p.93/ p.220 
一一一
13b 804V805 CV p.93/ p.220 
14a 807V808 暗号文 Binwieder gesund， oder beinahe gesund. 
〔また元気になった、あるいはほとんど元気だ。〕
6115b 822V823 H音号文 Binwiederum kral立lich.Meine Nerven in schlechtem Zustand. 
〔またもや、具合が悪い。わたしの神経はよくない状態だ。〕
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年月日IMSペジ LW1 内容
MS138 
842V843 Philosophen wie Wisdorn， Ayer， u.a. Sie zeige Dir einen Bund 
gestohlener Schlusseln //Bund Schlusseln den sie gestohlen 
sie k谷口nenkeine Turen damitるffnen.
〔ウィズ、夕、ム*3やエイヤー*4たちのような哲学者O かれらはくすねた鍵の
束をきみに見せるけれども、それではどのドアも開けることができな
18a 849V850 暗号文 GroseSchwach und Schrnerzen. Mining im Sterben. Groser 
Verlustおrrnich und Alle. G吋serals ich geglaubt hatte. 
{とても弱っていて、つらいのミニンク叫が死の床にある。わたしにとmっd i 
て、皆にとって、大きな喪失。わたしが思ったよりも大きな。〕
22 25a 919V920 CV p.93/p.220 
戸527a 935V936 暗号文 Telephongespr員chmit G1・etl(in England). Sie hat ubers 
Telephon in Wien gehるrt，Mining liege irn Sterben， erkenne niern 
rnehr， schlurnrnere fyiedlich. -Ringsherurn werden die Wurzeln 
abgeschnitten， an denen rnein eigenes Leben hangt. Meine Seele ist 
voller Schrnerzen. Sie hatte vielseitiges Talent und Verstand. Aber nicht 
nackt zu Tage liegend， sondern verhulltうwiedie rnenschlichen 
Eigenschaften liegen so//en 
( (イギリスにいる)ク，"v-テノレいと電話で、話したO ウィーンの電話で、彼女
が聞いたところによると、ミニンクは死に瀕していて、もうだれのこともわ
からず、静かに眠っている。一一わたし自身の生が依っている根は、ぐ i
るりと断ち切られるのだ。わたしのこころは痛みに満ちている。彼女は多
方面に才能があり、分別があった。しかし、白日のもとにむき出しにでは
なく、覆い隠されて。ひとの性質がそうあるべきように。〕
27 28a-b 944V945 CVp.93jp.22ト222
28b 944V945 CV p.93/p.222 
暗号文 Esscheint， das ich nicht rnehr arbeiten kann， und zwar rnacht es 
mir den Eindruck， das ich l1icht nur an einer kurz vori.bergehenden M位
digkeit leide. Ich glaube die Anstrengung， die Arbeit und die Sorgen und 
Krankheit haben mich auf langere Zeit hin arbeitsunfahig gemacht. Ich 
bin in der schlirnrnen Lage， kein Mittel zu haben， um mich zu erholen. 
28 29a 953V954 
〔自分にはこれ以上仕事ができないように思える。つまり、たんなる短い
一時的な疲労ではないとしづ感じがある。緊張、苦労、不安そして病気
で、ますます長い時間、仕事ーがで、きなくなっているのだと思う。わたしは
ひどい状態で、起き上がるすべがない。〕
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間烹首位ヨLW1 _Jpg豆一一一一一一二二二二二1
F下戸一戸市寸ι石市戸戸高J
wenn es mir nicht leicht falt， weil sonst ja doch nichts herauskommt. ! 
日疲れているし、具合がわるい。楽にならなければ、仕事をしようとはし
jないだろう。そのようなときは、やはりなにも生み出されなし¥から。〕
964V965 I暗号文 Warzehn Tage lang mit Ben zusammen. Schone Zeit. Immer 
Iliebevoll. War nicht mehr gesund， schlechter Schlaf. -Weis nicht wic 
i ii!?Mi叫 ehenwird 
32b 
32b-33a 
*1 CVの日付は6日。
[10日間、ベン*7と一緒だった。美しいH寺問いつも愛情にあふれー。も
う健康ではないし、よく限れない。一一これカもどうなるか、わカミらな
Oft ist meine Seele wie tot. 
勺以前の学生のそーリス・ドゥルーリー。当時、ダプリンの病院で精神科医として勤めていた。
勺おそらく、ジョン・ウィズダムのこと。
ネ4おそらく、 A.J.エイヤーのこと。
吋一番上の姉へルミーネ。当時、癌で、関病していた。
吋三番目の姉マノレガ、レーテ。
*7友人のベン・リチャーズ。
*8 CVの日付は17日。 965V966は、すべて同様。
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参考:MS137後半、 MS138執筆時期のウィトゲンシュタイン
MS137後半、 MS138を執筆していた、 1948年秋から 49年初夏のあいだ、ウィトゲンシュ
タインはどのように過ごしていたのか。手稿の記述ともリンクさせながら、ごく簡単にまとめ
ておきたいに
『心理学の哲学 2~ としてのちに出版されるタイプ原稿 (TS232) を、ケンブリッジで完成
させたところからはじめるのがよかろう。これが、 48年 10月 16日のこととされる 100 その
後、かれはアイルランドのダブリンに戻った。ケンブリッジを辞して (47年秋)から、マル
コムの招待に応じてアメリカに発つ (49年夏)までのおよそ 2年間、かれはさまざまな場所
に滞在しているが、少なくとも書くことに集中するときの拠点はアイルランドにあった。当時、
ダブリンには、かつての学生で精神科医になったそーリス・ドクルーリーがおり、下宿先から
健康状態に至るまで、親身に世話をしていた様子が、伝記や回想録からうかがえる。健康状態
の悪化もあってか、一度その誠実さへの疑いが暗号文で記されているが (MS138p.l1b (49年
1月 29日))、もちろんこれはかれの不実さの証拠ではなく、ウィトゲンシュタインにとっ
てかれがし 1かに大きな拠り所であったのかを裏返しに示していよう。
MS137前半は、 ドウノレーリーの兄弟が所有するコテージで書かれた。アイルランド西部の
コネマラにあり、商j苫や郵便局、公共施設などはどれも数マイル先にしかなかったという。ケ
ンブリッジからダプリンへ戻ったとき、ウィトゲンシュタインはふたたびこのコテージに行く
つもりでいたようだが、そこで冬を過ごすことを心配したドウルーリーの助言もあって、ダプ
リンのロス・ホテルに滞在することに予定を変更した。ここでMS137後半、 MS138が書かれ
ることになる。また、この時期lこMS169( ~最終草稿 2~ 所収)も作成されたと考えられてい
λ11 
。ノ O
MS137後半を書いた秋から冬にかけての時期、かれの仕事は非常に充実していたようだ。
それを物語るエピソードが残されている。ダプリン滞在中、かれはほとんど毎日のようにドゥ
ノレーリーに会い、ホテル近くの公密や動物園を散歩し、その会員室や近くのカフェでランチを
ともにしたという。 ドウノレーリーはこう回想している。
124 
かれ〔ウィトゲンシュタイン〕は、たくさん書いているようだった。部屋に行くと、ほ
とんどいつも仕事をしていたし、出かける前にしばらくつづけようとした。(中路)ラ
ンチに行く予定だったときに、かれは「これが終わるまでちょっと待ってくれ」と言っ
てから、なにも言わずに 2時間書きつづけた。終えたときにはランチのH寺問がとっくに
すぎていたことに、かれはまったく気づいていないようだ、った。 12
ウィトゲンシュタイン自身、 1月 16日付のノーマン・マルコムへの手紙で、つぎのように喜
いている。
ここ〔ダプリン〕についたら、驚いたことに、また仕事ができるようになっていた。頭
のなかに太陽が輝し¥ている束の間に、取り入れを済ませたい思いに駆られている。 13
1 月には l、2週間ほど友人のべン・リチャーズが、 12月には最初の 2週間にエリザベス・ア
ンスコム、そのすぐ後にはラッシュ・リースが訪れて元旦まで滞在した。アンスコム、リース
とは、そのとき書いていたものについて、議論したと言われている 140
かれらの滞在が、ウィトゲンシュタインの哲学的思考にもなにがしかの影響を与えたのでは
ないかと想像したくなるが、直接的な記述を手稿に探ることはできない。しかし、 『探究J第
I部を並べてみると、興味深い符合が浮かび上がる。 W探究J第I部において中核をなす主題
のひとつが、アスペクト体験 (xi章)であることはまちがいないが、その諸節の多くが、 12
月以降の手稿から採られている。 12J 1 13に書かれた記述 (MS137 p.120b)一一一『最終草縞
1 ~では 431 節 が、 Wf楽究』第I部XI章冒頭の 111節と似た内容をもち 15、|司自
れた『最終草稿 1~ 432-435節までの一連の考察が、ほぼそのまま『探究J第m郊の 112-115
節に対応している。その後もかなりの節がまとまってXI章に採用されており、この時期のかれ
の思考の充実ぶりがうかがえる。もちろんこれは想像の域をよJjないが、かれらとの議論がウィ
トゲン、ンュタインの哲学的思考を活性化させたということは、あり得そうなことではある。
ところが、 l月のはじめには、健康状態が悪化する。 MS138にノートが新しくなった i月
15日、その冒頭には「今週は具合が悪かった。腸の感染症。いまもまだ仕事ができないJ(MS138 
125 
p.l a) と暗号で記されている。 MS137への最後の書き込みは 8日であり、この間!週間、空い
ている。 1)~ 28日付のマノレコムへの手紙には、つぎのようある。
この 3ヶ月くらい仕事は順調にはかどったのだが、 3週間前に坊の伝染病みたいなもの
にかかって、これがまだ治らない。(中Is各)もちろん、これが仕事にいいはずはない。 1
週間はまったく中断し、そのあとも這うようなスピードでつづけている。 16
30 日には、胃炎以外に悪いところは見つからなかったという医師の診断が記されているが
(MS138 p.12b)、そのあとも、健康状態、は完全には回復しなかったようだ。 MS138には、 MS137
後半と比べて日記的記述が増えており、その多くは疲労や体調の悪さから仕事ができないこと
を訴えるもので、ある。
そして、この時期もうひとつかれをひどく苦しませていたのが、 15歳上の姉、ヘルミーネ
が癌で翻病中であったことだ。 2月 10日、 22日に彼女について書いている。その筆致はJj旬に
迫るものがあるが、興味深いのは、ひとの性質についてのかれの考えが垣間見えることである。
彼女は多方面に才能があり、分別があった。しかし、白日のもとにむき出しにではなく、
覆い隠されて。ひとの性質がそうあるべきように。 (MS138 p.27a (49年 2月 22Iヨ)) 
4月には、彼女を見舞うためにウィーンに滞在している。 MS138にこの期間の記入はない 170
1月中旬以降、仕事ができないことに苦しむ様子が何度も綴られているが、一一方で、 2月 18
自付のマノレコムへの手紙にはこう書いている。
仕事は、わりとうまくいっている。 6週間前とは比べ物にならないが。少し呉合が悪かっ
たこともあるし、いろいろなことで心労が重なっていたから。 18
おそらくは、自身の状態と折り合いをつけながら、仕事はつづけられたのだろう。実際、この
時期の考察も一一たしかに、前年の 10月から 12月頃に比べれば、書くベースは落ちている
126 
ものの、 『探究』第 I部、多くは Xl章の後半、 216節以降に採用されている。このことは、
かれ自身がこれらの考察に一定の評価を与えていたことを示していよう。
しかし、 3月初旬以降、仕事はとまってしまう。ベンの来訪が幸福な時間をもたらしたこと
が 3日の日記均、らうかがえるが、その後 2週間はいっさいの記入がなく、 16臼に一度再開さ
れるものの、ふたたびおよそ丸 2ヶ月空いている。この間にはウィーン滞在があった。最後の
日付は 5Jj 20日であり、この日いくつかの考察が書カミれたところで MS138は終わっている。
5 )=1 16日にはウィーンからダプリンへ渓ったようである。それからまもなく、健康状態を
心配したドウルーリーが、 トリニティ・カレッジの医学部教授のところへ行くよう説得した。
悪いところが見つかれば、率直に言ってほしい旨をその医師に伝えるよう、ドクルーリーは念
を押されている 19。自分の病状について、隠されたくはなかったのであろう。胃にJj重擦の疑い
があったものの、検査の結果は原因不明の貧血で、あった。その後、体調は少しずつ回復し、『探
究』第I部の元となった清書稿 (MS144) を作成、さらには、アメリカに発つ前の 6月に、現
在は失われた『探究』第I部のタイプ原稿 (TS234) を準備したとされている 200
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注i鬼界は、ウィトゲン、ンュタインのテキストの作成過程を、(一次手稿)- <最終手稿〉一(一
次タイプ原稿) - <最終タイプ原稿〉の 4段階カミらなるとしている(鬼界(2003)pp.19， 20)。
この分類に基づけば、日付入りのノートであるこのテキストは一次手稿にあたる。
2 LWI Editors' Preface， CV Foreword to the Edition of 1977. 
3 cf. LW 1 Editors' Preface 
4 名詞ならば「転轍機Jを、形容詞ならば格変化して f柔らかしリを、動詞ならば命令形とし
て i退けj を意味する。
コドクノレーリーの回想によれば、ウィトゲン、ンュタインはあるとき一一書いているものにつ
いて話すのはそのときが初めてだったというが一一、ウサギーアヒル図形をかれに見せて、
つぎのように言ったという。「さて、あるものがなにかに見える (seeingsomething as something) 
とき、なにが生じているか言ってごらん。簡単ではないよ。 Jこれにド、ウルーリーは、ウォー
ドのあのことばを引し¥て答えたという (DrUlγ(1984)p.159) 。モンクの推測するように
(Monk(1991) p.537) 、この会話がウィトゲンシュタインにあのー文を引用させたというの
とすれば、 「見えること」とりわけアスペクト体験と意味体験との連関がここに読
み取られるという本稿の主張を補強する傍証になろう。しかし、この推測には疑わしいとこ
ろが残されている。というのも、ドクルーリーはこの会話を 49年のことと回想しているが、
手稿の日付は 48年だからだ。
6 この種のメモは『最終草稿 1~でもほとんどの場合、載録されている。それがここではなぜ
落とされたのかは、不明である。
7 これらの記号がなにを意味するのかは、『最終草稿 1~ 69節につけられた編者の註を参考に
した0
8本文で挙げていなし¥194節は、 193節「考えること j への注釈的位置づけである0
9伝記的な事実については、 Drurγ(1984)，Malcolm(1958)， Monk(199I)を参照した。
10 Monk( 1991) p. 535. 
I これには日付が書き込まれておらず、作成時期lについて、いくつかの推測が立てられてい
る。れを終草稿 2~ の編者は 1948 年晩秋か 49 年の春には書かれはじめているとし (LW2 ，
EditOl・s'Preface)、Wiley-Blackwell版の『探究』第 4版では、 MSl37後半と同時期とされてい
る (PI，Editional Preface to the Fourth Edition， p.x)。また、フォン・ライトは、 49年 4)~から 5
月にかけてのウィーン滞在中に作成されたと推測している (vonWright( 1982) p.134.註 17も
参照のこと)。
12 Drury( 1984) p.156. 
13 Malcolm(1958) p.78.なお、手紙の日付は Monk(1991)p.536を参照した。
14 Monk( 1991) pp.538-539 
15 W探究』第Il部と手稿とのi司定は、『最終草稿 1~編者によって加えられた相互参照の指示
に依っている。なお、 Xl章 111節と近い記述は『最終草稿 1Jl 180節にもある。
16 Malcolm( 1958) p.79.なお、手紙の日付は Monk(1991)p.636を参照した。
17 MS169が作成されたのは、このウィーン滞在中だとフォン・ライトは推測している。そう
考えることで、この間の記載が MS138にない理法lが説明できるとしている (vonWright( 1982) 
p.134.)。註 1参照。
18 Malcolm( 1958) p.80.なお、手紙の日付は Monk(1991) p.637を参照した。
19 Drury(l984) p.167. 
20 Monk( 1991) pp.542-544. 
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